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論文審査の結果の要旨 

【本論文の意義】  

刑法においては、今日、法益保護主義が採用されており、法的に保護に値する利益（法益）を侵害、

危殆化する行為のみが犯罪として禁止・処罰されている。もっとも、刑法による保護に値するか議論

が尽くされているとはいえない法益も少なくない。その一つが「感情」である。感情は、法益保護主

義に基づき刑法による保護から除かれる「道徳」と密接に関係しているため、また、その性質からも

刑法による保護に値しないと有力に主張される一方で、感情が保護法益（の一部）であるとされる犯

罪類型は刑法、特別刑法において数多く存在している。また、昨今の社会情勢からすれば、これまで

は刑罰の対象とされてこなかった迷惑行為が新たに犯罪化される可能性も非現実的なものとは言えな

い。以上の背景に基づき、亀田氏の博士学位申請論文「刑法による感情の保護に関する研究」は、感

情侵害行為の処罰に対する制約・限定基準の導出とその具体的適用を試みようとするものである。 

感情を刑法において保護すべきかという問題は、上述の通り、これまで日本の刑法学において存在

しなかったわけではないが、各論的な議論にとどまっていたところ、本論文では、この問題について

の総論的検討を行い、感情侵害一般に妥当する原理を探求している。本論文は、その手がかりを感情

侵害に関する英米圏の議論に求め、この分野の先駆者でありその後の議論の基礎となっているジョエ

ル・ファインバーグの感情侵害原理（不快原理）を出発点に、ファインバーグ後の重要な研究をも取

り上げて、整理・分析する。ファインバーグの感情侵害原理については、我が国では様々な法分野に

おいて言及がなされており、非常に重要なものと捉えられている反面、その詳細な紹介がこれまで十

分になされてきたとはいえない。加えて、ファインバーグの感情侵害原理の具体的な内容について、

我が国の刑法理論に基づいて分析を加えている点にも意義が認められる。 

また、論文では、感情侵害の制約原理の具体的な適用例として、ストーカー規制法のストーカー行

為罪（同法18条）について検討を行っているが、そこでは、ストーカー行為罪の法益に関する包括的

な検討、具体的な各要件の解釈論についての検討が行われており、また、その際には、ドイツ刑法と

の比較法研究もなされている。そのため、まだ研究の蓄積が十分ではないストーカー行為罪の本格的

な研究論文としての意義も有している。 

 

【本論文の構成と内容】 本学位申請論文は、第一部「感情侵害行為の処罰を限定するための基準に

ついて」と第二部「ストーカー行為罪に関する考察」の二部構成となっている。 

第一部は、感情侵害行為の限定基準の導出を目的とした、英米圏の感情侵害原理の紹介と検討が中

心的な内容である。第一章「日本刑法学における議論状況」においては、前提として、日本刑法学に

おける議論状況について考察がなされ、このテーマにおける議論が十分ではないことが確認されてい

る。第二章「感情侵害原理をめぐる議論の概観」においては、感情侵害原理に関する研究の先駆者で

あるファインバーグと、その後の議論に多大な貢献をしたフォン・ハーシュとシメスター等の見解を

取り上げ、感情侵害原理に基づいて感情侵害行為に対する処罰の限定について検討すべき点として、

危害と感情侵害を適切に区別できるか、犯罪化を支持するある程度の理由が認められるために感情侵



 

害の他にどのような要件が必要か、感情侵害行為処罰の正当性判断のために行われる比較衡量につい

てどのような要素が考慮されるべきか、という三つの論点を明らかにしている。第三章「検討」にお

いては、上記の論点毎に、我が国の刑法理論も踏まえて検討が加えられ、最終的に、以下の三つの制

約が導き出されている。すなわち、①規制対象行為は他者の感情侵害を因果的に惹起し得る危険性を

備えていなければならない（感情侵害の因果的危険性）、②処罰根拠となりうる感情侵害は道理に適

うものでなければならない（感情侵害の道理性）、③感情侵害の重大性と法的介入に否定的に作用す

る批判道徳的理由の比較衡量による前者の優越、である。③の具体的内容として、感情侵害の強度・

持続性・影響範囲、他の侵害の存否や程度、感情侵害を事前に回避することの困難さが前者の考慮要

素、行為者にとっての行為の個人的重要性、行為の社会的価値、行為の代替可能性、国家の干渉に対

する個人のプライバシー保護が後者の考慮要素として挙げられている。 

第二部では、上記の諸制約を踏まえながら、ストーカー行為罪について検討を加えている。第四章

「ストーカー行為財の保護法益に関する諸見解」では、本罪の保護法益に関する日本の判例学説の理

解を確認し、通説が「ストーカー行為がエスカレートすることで身体等の法益が侵害されるという危

険」を（主たる）保護法益としていることについて批判が加えられている。第五章「ドイツ刑法238

条1項の保護法益に関する諸見解」においては、ストーカー行為罪に相当するドイツのつきまとい罪の

保護法益を巡る議論について、立法の沿革も踏まえた詳細な紹介・検討がなされている。そして、第

六章「ストーカー行為罪の保護法益に関する考察」においては、第一部で示された制約原理に照らし

て、同罪の保護法益が「日常生活を送るにあたり必要不可欠な個人の安心感」という感情を保護する

ものという結論が示されている。その上で、第七章「ストーカー行為罪の構成要件解釈」において、

自らの法益理解に基づき、近時問題となった構成要件や、最新の立法を素材に、解釈論が展開される。 

 

【本論文に対する評価】  

冒頭の【本論文の意義】で示した通り、本学位申請論文は、これまで十分な議論がなされている

と言えなかった刑法による感情の保護という題材について、総論的な観点からはじめてその制約原理

を提唱したものであり、また、ファインバーグの感情侵害原理を巡る最近の英米法の議論を包括的に

我が国に紹介し、我が国の刑法理論の観点からこれについて検討を加えている点も評価できる。第二

部のストーカー規制法の研究についても、英米圏の感情侵害に関する議論とドイツ刑法学の解釈論と

いう二つの法分野の議論を、我が国の法解釈に丁寧に接合させようとするもので、比較法研究につい

ての配慮も十分になされている。ストーカー規制法の法益論に関する研究としての意義も認められる。 
一方で、（論文でも予め断ってはいるが）本論文において示された内容だけでは、感情侵害の刑法

的保護の正当性を判断するための最終的な判断を下せるわけではない（刑罰以外の他の手段に拠るべ

きかという重要な問題が残されている）、また、本論文の内容からすれば自説の具体的な適用の結果

が重要であるところ、ストーカー行為罪を取り上げることが具体例として妥当なのか疑問があり、同

罪の解釈論についても具体的な結論の妥当性を欠くように思われる、論文の表現に分かりにくい部分

がありもっと工夫できたのではないか、等の意見がなされた。 
しかしながら、以上の点は今後改善が見込まれる、あるいは、さらなる研究の発展が期待できるも

のと言える。本論文は将来の研究活動の出発点としては十分な内容を含んでおり、今後、感情侵害に

ついての研究、さらには、それ以外の様々な利益の刑法的保護についての研究に貢献していくことが

期待される。 

以上の理由により、本論文は、課程博士に相応しい内容を備えており、よって、申請者である亀田

悠斗氏に博士の学位を授与することができるものと審査員は一致して判断する。なお、本論文につい

ては、剽窃チェックソフト等を用いて、剽窃がないことを確認済みである。 

 


